
 

◆ １年生「地域学習＆清掃奉仕活動」実施（５月１日） ◆

５月１日（木）、本校１年生（200 名）が学校から高松城址公園までの道路及び城址公園内の清掃奉

仕活動を行いました。これは本校社会貢献活動「TaSCA」の一環として行うもので、地域の歴史や文

化を学び親しみを持つとともに、清掃活動を行い地域に貢献しようという取組です。

当日はまず、高松城址保興会の横田俊司会長さんから、地域の歴史や伝統を守り振興していこうと

いう地元の方々の思いをお話しいただきました。その後、ＪＲ備中高松駅の東周り、西周り、それに

駅前から学校までの花壇の植え替え作業（３Ｓハートフルプロジェクト）の３つのコースに分かれ、

城址公園を目指して清掃活動を行いました。１年生の中にはこの

地域を歩くのは初めてという生徒も多く、あらためて地域のこと

を知る良い機会にもなりました。

高松城址公園では、清掃活動の後に広い園内の散策を行い、生

徒たちは、横田さんのお話にあった清水宗治公辞世の句碑や本校ゆか

りの高田馬治先生の碑も実際に見て確認していました。五月晴れの良

い天候にも恵まれ、奉仕活動での”心地よい汗”とクラスメートとの

”笑顔”にあふれ、生徒たちにとって大変有意義な一日となりました。
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６月の行事

5(木) 校歌コンクール(１年）

農業ｸﾗﾌﾞ家畜審査競技県大会

(肉用牛：美咲町)

6(金) 農業ｸﾗﾌﾞﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ競技県大会

(瀬戸南高校)

9(月) 第１回中高連絡協議会

11(水)～ 12(木)農業ｸﾗﾌﾞ県連幹部講習会

(吉備中央町)

12(木) 卒業生を囲む会(３年)

人権・性教育講演会(１･２年)

17(火) 農業ｸﾗﾌﾞ校内意見発表大会

18(水) 球技大会

22(日) 掃除に学ぶ会

23(月) 聾学校との交流会

25(水) 農業ｸﾗﾌﾞプロジェクト発表県大会

(高松農業高校)

26(木) 京山中学校との交流会

27(金) 農業ｸﾗﾌﾞ校内鑑定競技大会

29(日) ビジネス文書実務検定試験
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◆ 高農社会貢献活動 TaSCA ◆
～ Takano Social Contribution Activities ～

昨年度から県下の全県立高校で「高校生社会貢献活動」

の取組がスタートしています。これは、高校生が社会貢

献活動やインターンシップ等の体験活動を通じて社会の

一員としての役割を果たすことにより、社会の構成員と

しての自覚を持ち、自分が価値のある大切な存在である

ことを実感したり自己肯定感を高めたりし、もって自己

探求、自己実現を図ることを目的として行うものです。

本校では、この取組を｢ TaSCA ｣ と名付け、道徳教育
の位置付けとして「地域理解や伝統継承の心、愛校心、
勤労・奉仕の精神や公徳心、コミュニケーション能力、チー
ムで働く力」などを高めることを目指しています！

◆ 賑わう、高農「春のふれあい市」（４月２６日） ◆

４月 26 日（土）、恒例の高農「春のふれ

あい市」を開催しました。好天にも恵まれ、

今回も多くの方々に来校いただき、カステ

ラなど人気商品には長蛇の列ができていま

した。このふれあい市も、昭和 60 年にス

タートして今年で 29 年目を迎えました。

開会に先立ち、郷土芸能部の「最上太鼓」

と吹奏楽部によるミニ演奏を披露した後、

各科による販売のほか、ふれあい動物園や

芝人形づくり体験などで来校者に楽しんで

いただきました。学習活動による生産であ

るため商品の数に限りがあり、また駐車場

や学校周辺の通行などにも大変ご不便をお

かけしたことをお詫びいたします。
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